
相模原市協働事業提案制度 平成２２年度継続事業の決定等について                       （１／３） 

Ｎｏ 事 業 の 名 称 実施団体 継続の可否 市としての考え方 

１ おもちゃの病院「さがみはら」運営事

業 相模原おもちゃドクターの会 可 

◆平成２２年度も引き続き協働事業提案制度事業

として取組むこととします。 
◆次年度の事業計画・収支予算等について協議させ

ていただきます。 
 

２ 小原本陣の森：小規模多数地主の林地

の団地化・生産林を目指す ＮＰＯ法人緑のダム北相模 可 

◆平成２２年度も引き続き協働事業提案制度事業

として取組むこととします。 
◆次年度の事業計画・収支予算等について協議させ

ていただきます。 
 

３ 境川案内ハンドブックの作成 ＮＰＯ法人境川の斜面緑地を守る会 － ※平成２１年度単年度採択事業 

４ 
韮尾根（ニローネ）の里山と農業資源

を活用した地域活性化と引きこもり・

ニートの若者に対する自立支援事業 
ＮＰＯ法人文化学習協同ネットワーク 可 

◆平成２２年度も引き続き協働事業提案制度事業

として取組むこととします。 
◆次年度の事業計画・収支予算等について協議させ

ていただきます。 
 

５ 「地域若者サポートステーション」の

開設事業 ＮＰＯ法人文化学習協同ネットワーク － ※平成２１年度単年度採択事業 

６ 市民活動団体の自立した組織化を支援

する事業 ＮＰＯ法人相模原エスティアート － ※平成２１年度単年度採択事業 



相模原市協働事業提案制度 平成２２年度継続事業の決定等について                       （２／３） 

Ｎｏ 事 業 の 名 称 実施団体 継続の可否 市としての考え方 

７－１ 動物との関わりから得られる総合的自

然体験学習・出張型動物介在教育事業 
麻布大学ヒトと動物の関係に関する教育

研究センター 

※ 
 

経費負担は

行わない。 
 
協働のあり

方、課題解決

に向けた手

法の選択に

ついては今

後の協議を

経て決定す

る。 

◆平成２２年度に引き続き協働事業提案制度事業

として取組むにあたりましては、市としては経費

負担を伴わないものとし、市広報紙への記事掲載

や募集チラシの公共施設への配架、また、必要に

応じた地域との連絡調整を図るなどの役割とし

ます。 
◆なお、経費負担を伴わないものとすることから、

課題解決に向けた次年度以降の取り組み手法に

つきましては、今年度の事業の振り返りの機会を

捉え、実施団体と事業関係課により、事業の方向

性、協働の意義、互いの役割等を改めて確認した

中で決定したいと考えます。 
 

・総合的自然体験事業につきましては、昨年ご提案

をいただき、協議を進めた中で、団体としては動

物を介在した自然体験型の事業を実施する技術、

ノウハウはあるが、実施にあたっての場所の選

定、広報、参加者の募集方法に対する課題があり、

協働することにより市の持つノウハウを習得す

るとともに、信頼性や認知度を高めることによっ

て自立した事業につなげていく趣旨のものであ

ったと認識しております。 

・今年度、２回に渡り事業を実施した中では、事業

の意義が地域に十分理解され、地域住民からも

様々な協力が得られるようになったこと、また、

多く方から応募をいただくことができたことな

どから、自主事業として展開する場合の課題も解

決されたものと考えております。 

・資金的な支援が得られなければ本事業が継続でき

ないのではないか、という点につきましては、自

主事業、協働事業、双方の実施状況を踏まえた中

でも、提供されるプログラムの充実度も高いもの

であり、仮に参加者負担として実施するとした場

合でも、廉価であり魅力的な事業として期待する

成果が得られるものと考えます。 



相模原市協働事業提案制度 平成２２年度継続事業の決定等について                       （３／３） 

 

Ｎｏ 事 業 の 名 称 実施団体 継続の可否 市としての考え方 

７－２ 動物との関わりから得られる総合的自

然体験学習・出張型動物介在教育事業 
麻布大学ヒトと動物の関係に関する教育

研究センター 可 

◆平成２２年度も引き続き協働事業提案制度事業

として取組むこととします。 
◆次年度の事業計画・収支予算等について協議させ

ていただきます。 
 

８ まなびなおし塾 ＮＰＯ法人きょういく応援団 可 

◆平成２２年度も引き続き協働事業提案制度事業

として取組むこととします。 
◆次年度の事業計画・収支予算等について協議させ

ていただきます。 
・また、審査会からは受講者の確保に関する意見が

付されておりますので、今後の協議の中で、事業

のあり方につきましても検討させていただきた

いと考えます。 
 

９ 森林再生・活用事業 ＮＰＯ法人ふじの森のがるでんセンター 

※ 
 

経費負担は

行わない。 
 
協働のあり

方、課題解決

に向けた手

法の選択等

については

今後の協議

を経て決定

する。 
 

◆本事業につきましては、２か年の継続希望事業と

して、審査会におきましても高い評価を得たとこ

ろですが、事業担当課と実施団体とのこれまでの

協議経過、公開中間ヒアリング及び審査会意見を

踏まえ、事業費の負担を伴う協働事業としての実

施は今年度をもって終了するものとします。 
◆経費負担は行わないこととすることから、今年度

の事業の取り組みを振り返る中で、今後の課題解

決に向けた取り組みの方向性や手法等について

確認を行い、引き続き、双方が連携・協力を図っ

た中で、森林再生・活用事業を推進して行きたい

と考えます。 

１０ 市民活動ＰＲ事業 ＮＰＯ法人ナレッジ・リンク 可 

◆平成２２年度も引き続き協働事業提案制度事業

として取組みます。 
◆次年度の事業計画・収支予算等について協議させ

ていただきます。 
 


